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巻 頭 言

• 今日は土用自丑白日です.例年在らほとつ<'" 真夏目太陽がヂ Uヂリと

照りつける日明ですが、 今年目梅悶はか止り E 変調で末だ陀島がり切りま

ぜん。 を由根本理由正ついては今回目気量学で殆ん E何も判つ tいません。

神の私量産は真理由探求E 向つ ""Caぅ〈まで精進L.1J:ければ在りませんが、

寛志E反映する真理ーをただ真理としt 愛する匹と Eまる在ムぽ. モれはー

種白偶像でしょう. 真理は我々が神E 到達するた品目手段でなければなふ

1J:v、請通ム. 単 E 真理，，~するにと E まらず更I'I:t.れを慈愛へ白出発点と L

なければ止o，1J:いと思います。か〈て ζ を学と遣との一元的主筋:iJ<通るも

のと考えます。 己目 Eとは最近パスカルのパ Yセ E読 み直 Lて感じたと E

るです。

「地辛しずはた」も数室犠員キ学生諸君白たゆまざる御努力と御援助 E

よって既1'1:1 4号を重ねる E到旬ました。 S訟亙児学qJ 人として σ~ .... 在九ず

道四人としt も完成する日を霊み在が弘、 日一自主迎え. また送句克いと

思います。 大変耶蘇臭いお説教で恐給ですが、 車由正直Eと ζ ろを越ベさ

せていただ宮ました。

明和 32年 7月28日 佐々禽 航三


